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広報 － おおず － ２００８ １２月号

○

大洲市の人権擁護委員
氏　名 住　所

上　田　　　弘 若宮

上　野　マリヱ 大洲

佐　川　文　彦 新谷町

松　岡　昇　平 成能

藤　木　惠利子 柚木

松　岡　　　強 八多喜町

谷　本　京　子 平野町平地

清　水　禎　子 白滝

下　田　美　澄 長浜町下須戒

台　本　曙　美 肱川町宇和川

梅　木　キヨカ 河辺町三嶋

人権擁護委員について
　人権擁護委員は、法務大臣が委嘱した民間

のボランティアの人たちです。この制度は、「日

ごろ地域に根ざした活動を行っている民間の

ボランティアの人たちが、地域の中で人権思

想を広め、人権侵害が起きないように見守り、

人権を擁護していくことが望ましい」という

考えから設けられたものであり、諸外国にも

例をみない制度です。

　現在、約１万４千人の委員が全国の市町村

に配置され、法務局の人権相談所や自宅など

でも住民の皆さんからの人権相談を受けるな

ど、積極的に活動しています。

第60回人権週間

「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―
」

差
別
を
な
く
そ
う

◆ 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

◆
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　
な
お
、
人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
、
次
の
人
権
擁
護
委
員
か
法
務

局
（
☎
�
４
１
５
５
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

人
権
問
題
に
関
す
る

総
合
₁₂
時
間
電
話
相
談

相
談
内
容

　 

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、

家
庭
お
よ
び
近
隣
関
係
な
ど
に
お

け
る
人
権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
相
談
（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日　

時
　
12
月
４
日（
木
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

電
話
番
号
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０
・
０
２
５
・
５
５
０

　
12
月
４
日（
木
）か
ら
10
日（
水
）ま
で
の
１
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
啓
発
活
動
重
点
目
標
の
ほ
か
、
次
の
事

項
を
強
調
事
項
と
し
て
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
60
回
人
権
週
間

12 

月 

４ 

日
〜 

10 

日

　
平
成
20
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

相
談
担
当
者

　 

人
権
擁
護
委
員
（
弁
護
士
資
格
の

あ
る
者
も
含
む
）、
法
務
局
職
員

主　

催

　
松
山
地
方
法
務
局

　 

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人
権
擁
護
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か

ら
、
谷
本
京
子
さ
ん
（
再
任
）
が
当

市
の
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
（
同
和
問
題
、
女
性
の
問

題
、
外
国
人
の
問
題
、
家
庭
内
や
近

隣
間
の
も
め
ご
と
な
ど
）
に
関
す
る

相
談
や
、
心
配
ご
と
の
相
談
を
受
け

る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
、
ま
た
相
談
は
無
料
で
難
し
い
手

続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

◆
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◆ 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

◆ 

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

◆
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

◆ 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

◆ 

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

◆ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

◆ 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◆ 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

◆ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

◆ 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

◆ 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

◆ 

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
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広報 － おおず － ２００８ １２月号

○

高齢者虐待を防ごう

　
平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
「
高

齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
、
高
齢
者
虐

待
防
止
法
）が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
虐
待
に
は

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

　
こ
の
法
律
で
は
、
高
齢
者
虐

待
を
「
養
護
者
（
高
齢
者
を
養

護
し
て
い
る
家
族
）」
と
「
養
介

護
施
設
従
事
者
な
ど
（
施
設
職

員
な
ど
）」
に
よ
る
、
次
の
よ
う

な
行
為
と
定
め
て
い
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

　 

高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生

じ
る
か
、
生
じ
る
お
そ
れ
の

あ
る
（
殴
る
・
蹴
る
・
つ
ね

る
な
ど
）
暴
力
行
為
を
加
え

る
こ
と
。

②
心
理
的
虐
待

　 

暴
言
や
拒
絶
的
な
対
応
（
無

視
す
る
）
な
ど
、
高
齢
者
に

著
し
い
心
理
的
外
傷
を
与
え

る
言
動
を
行
う
こ
と
。

③
性
的
虐
待

　 

本
人
が
同
意
し
て
い
な
い
性

的
な
行
為
や
そ
の
強
要
。
排

泄
の
失
敗
な
ど
に
対
し
て
懲

罰
的
に
下
半
身
を
裸
に
し
て

放
置
す
る
な
ど
。

④
経
済
的
虐
待

　 

生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ

な
い
、
使
わ
せ
な
い
。
本
人

の
自
宅
な
ど
を
無
断
で
売
却

す
る
。
年
金
や
預
貯
金
を
本

人
の
意
思
、
利
益
に
反
し
て

利
用
す
る
な
ど
。

⑤�

介
護
の
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ

レ
ク
ト
）

　 

必
要
な
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
さ
せ
な
い
。
水
分

や
食
事
を
充
分
に
与
え
な
い
。

ゴ
ミ
や
排
泄
物
の
放
置
な
ど

劣
悪
な
室
内
環
境
で
生
活
を

さ
せ
る
。
身
体
を
清
潔
に
さ

せ
な
い
な
ど
。

　「
養
介
護
施
設
従
事
者
な
ど
」

に
よ
る
高
齢
者
虐
待
の
定
義
も

①
～
⑤
と
同
じ
で
す
。

高
齢
者
虐
待
は

ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

　
高
齢
者
虐
待
は
様
々
な
要
因

が
複
雑
に
か
ら
ま
っ
て
起
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
、
多
く
の
場

合
、
そ
の
家
族
も
困
難
を
抱
え
、

支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

①
家
族

　 

介
護
疲
れ
、
疾
病
や
障
害
、

介
護
に
関
す
る
知
識
不
足
、

経
済
的
な
苦
し
さ
な
ど
。

②
高
齢
者

　 

認
知
症
に
よ
る
言
動
の
混
乱
、

身
体
的
機
能
の
低
下
、
疾
病

や
障
害
な
ど
。

③
人
間
関
係
な
ど

　 
こ
れ
ま
で
の
人
間
関
係
に
お

け
る
折
り
合
い
の
悪
さ
、
親

の
加
齢
や
認
知
症
に
よ
り
家

庭
内
に
お
け
る
精
神
的
・
経

済
的
な
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
こ
と
な
ど
。

④
社
会
環
境
な
ど

　 

希
薄
な
近
隣
関
係
や
社
会
か

ら
の
孤
立
、
他
の
家
族
や
周

囲
の
人
々
の
介
護
に
対
す
る

無
関
心
、
老
老
介
護
・
単
身

介
護
の
増
加
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
不
足
・
不
適
応
な
ど
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ご
う
！

高
齢
者
虐
待
の
問
題
は
身
近
な
問
題
で
、

地
域
全
体
で
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑤�

世
代
間
継
承

　 

虐
待
に
相
当
す
る
行
為
が
過

去
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
虐
待
の
原
因
や
内
容
は
様
々

で
、
単
純
に
虐
待
者
が
悪
い
と

は
言
え
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
終
わ
り
の
見
え

な
い
介
護
は
心
身
と
も
に
大
変

な
重
労
働
で
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め

に
介
護
者
・
住
民
の
み
な

さ
ま
に
お
願
い
が
あ
り
ま

す
!!

①
あ
た
た
か
く
見
守
ろ
う

　
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が
い

る
家
庭
を
孤
立
さ
せ
な
い
よ
う

に
、
高
齢
者
や
介
護
を
し
て
い

る
人
を
あ
た
た
か
く
見
守
り
ま

し
ょ
う
。
家
族
と
高
齢
者
を
家

庭
と
い
う
「
密
室
」
に
閉
じ
込

め
な
い
よ
う
、
疎
遠
に
な
っ
た

と
き
ほ
ど
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ

う
。「
お
は
よ
う
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
か
ら
は
じ
め
て
く
だ
さ
い
。

②
「
虐
待
か
な
？
」と
感
じ
た
ら

　
も
し
地
域
で
虐
待
を
疑
う
よ

う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
ら
自
分

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
相
談
窓
口
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
か

ど
う
か
の
見
極
め
や
実
際
の
対
応

は
専
門
家
に
ま
か
せ
ま
し
ょ
う
。

③
地
域
で
仲
間
づ
く
り

　
上
手
な
介
護
方
法
を
知
る
こ

と
や
、
何
で
も
言
い
合
え
る
仲

間
を
持
つ
こ
と
も
介
護
を
続
け

る
た
め
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

「
虐
待
か
な
？
」
と
感
じ
た
り
、

発
見
し
た
場
合
は
左
記
の
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

大
洲
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
１
６
９
）

市
役
所
高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）
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